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飯田お練りまつり�
7年に一度のお祭りは�
人の心を躍らせる�
笛や太鼓の音が響き�
舞と共に人が練る�

●再生可能なエネルギー利用�特
集�



現在私は、自分の店と自宅の両方に太陽光発電シ
ステムを付けています。最初のきっかけは、店経営
における経費削減として、店にシステムを付けたこ
とです。�
店の電気料は、夏季が月3～4万円、冬季は5

万円もかかっていましたが、照明器具もインバータ
式に交換したりして、月１万円ほど電気代を節約する
ことができました。�
自宅では、システム設置に加え、深夜電力を活用

したので、コスト削減の手応えは十分感じています。
今後はオール電化を予定
し、さらに経費節減して
いきたいです。�
システムを付けたこと

により家計を意識するよう
になり、省エネへの意識
もいっそう高まってきまし
た。�

滝の沢地区�
関島邦昭さん�
　　澄子さん�

■申　込　環境保全課　新エネルギー担当�
　問合せ　　　1（22）4511 内線5246

太陽光発電システムには、以前から関心がありま
した。�
設置価格が下がり、耐久性も安心できること、そ

して補助制度も活用できるので、思い切って付けま
した。�
長い目で見ると、売電制度はいいと感じます。�
冬、寒いところなので、子ども部屋の電気代が軽

減すればいいですね。�
実際、昨年と比較したら電気料金が下がっていて、

とてもうれしかったです。数字に表れるので、子ど
も（小学生）の環
境学習にもなりま
した。�
家族に節電の意

識が高まり、省エ
ネの気持ちが育ち
ました。�

大瀬木地区�
岩崎多津男さん�
　　　美幸さん�

設置した人の声�

�
○補助金額　太陽電池最大出力1kw�
　　　　　　あたり3万円（上限額10万円）�
〈例〉最大出力3.445kwのシステムを設置した場合�
　　　3.44（小数点以下2けたまで）×3万円�
　　　＝103,200円　�
　　　上限額が10万のため10万円の補助�
☆申込・問合せは環境保全課まで。�

昨年までの利子補給制度�
利用者件数�
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インバータ�
太陽電池で発電した直
流電流を交流に変換�

分電盤�
電力を住宅内
に分配�

電力メーター�
売電用と買電用の
2つのメーター�

太陽電池モジュール�
太陽光エネルギーを
電気に変換します�

市では、今年度から利子補給制度を補助金制度に変更しました。ぜひご利用ください。�
※現在、利子補給制度をご利用の方には、償還期日まで制度を継続します。�



薪ストーブ�

　再生可能なエネルギーとは、化石燃料（※1）などの限られた資源ではなく、�
自然の恵みなどを利用した持続可能なエネルギーのことをいいます。�
　地球温暖化の主な原因となっているのは、化石燃料を燃やしたときに発生する
二酸化炭素など、温室効果ガスの急激な増加です。�
　これらのガス発生を少しでも減らし、子孫に住みやすい環境を残していくため、
市では再生可能なエネルギー利用を推進します。�

（※1）石炭、石油、天然ガスなど�

～持続可能な地域を目指して～�

ペレットストーブ�

りんご並木の風力・太陽光発電器�

地球が受け取る太陽エネルギーの量は、わずか１
時間で全人類が１年間に消費するエネルギー量に匹
敵するほど膨大なものと言われています。�
こうしたエネルギーの利用方法の一つとして、太
陽エネルギーを電気に変える太陽光発電があります。
近年では、太陽電池パネルの製作技術も進歩し、最
大出力も高まっています。�
市では、太陽光発電システムを設置する方に補助

金を交付します。（右ページ参照）�
ぜひ、ご利用ください。�

風力発電や小水力
発電など、普及段階
にない自然エネルギ
ーや燃料電池などの
新エネルギー器具の
設置を推進します。�
これに関わる助成
などについては、お
問い合わせください。�

市の林野率は71％を占
めています。こうした林資
源の維持は、一定期間にお

ける伐採など適切な管理が不可欠です。�
しかし、化石燃料の普及などの理由により、
間伐材がほとんど使用されず林内に放置され
ているのが現状です。�
市では、これら貴重な

資源を有効活用していく
ため、薪ストーブやペレッ
トストーブの購入に対し補
助金を交付します。�
詳細は、今後の広報い

いだでお知らせします。�

（※2）�
生物資源を利用した
エネルギー�



　3月30日、「飯田市かさまつのさと」がオープン。高齢者の

介護予防のため、また、児童クラブとして、皆さんにご利用い

ただきたいと思います。また、同日、飯田市休日夜間急患診

療所改築のしゅん工式も行われました。今後とも、地域の福

祉、医療の充実に努めてまいります。�

　4月11日、大宮通り桜並木で開催。

咲き誇る花をバックに、カラーガード隊

の演技や人形劇などが披露されまし

た。写生大会では、並木の中や歩道

の上など、思い思いの場所から、ねら

いを絞り、それぞれの画用紙に、たくさ

んの桜を咲かせていました。�

　高校生による吹奏楽もあり、集まっ

た皆さんは、桜の舞い散る中での演奏

を楽しんでいました。�

　4月10日、講師に赤池学氏を迎えて、「天竜峡エコバ

レーは“農・食・匠のテーマパーク”を目指せ」をテーマ

に川路公民館で開催。100人を超える参加者は、各地

の具体例を通した話に聴き入っていました。�

さくら舞い散る中で�
大宮通り桜まつり�

天竜峡エコバレープロジェクト講演会�

産業連携を目指して�



　3月26日～28日の3日間、快晴の

中、飯田の市街地に約28万人もの観

客が訪れました。�

　祭りには、獅子舞を中心とする40団

体が参加し、郷土の伝統芸能を披露。

朝早くから笛や太鼓の音が響き渡り、ひ

とたび演舞が始まると、たちまち人の渦

ができていました。�

　整備したりんご並木で、お弁当を食べ

ている家族連れの姿も印象的でした。�

　4月14日、第１回目の講座を中央図書館で開催しま

した。朗読や校正の方法など、録音図書を作るための

知識や技術を学んでいました。�

　この講座は、来年3月まで続きます。（全12回）�

福祉、医療の充実を�
録音図書作成ボランティア養成�

マイクに向かって�

かさまつのさと、急患診療所�

飯田お練りまつり�

３５０年の文化が集結�
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�

市立病院　救急センター�
副センター長（脳神経外科）�
小林　澄雄  医師�

く
も
膜
下
出
血
（
そ
の
1
）�

安心して暮らせる地域を目指して�

保護司会�

　「更生保護」という言葉をご存知ですか。罪を犯した人

の立ち直りを援助したり、犯罪を予防するためのさまざ

まな活動を行うことです。活動の中心は「保護観察」です。

保護観察とは、罪を犯した人と一定の約束事をし、それ

を守るように助言・指導するとともに、悩みや相談に乗

って、立ち直りの援助をするものです。この活動の中心

となる保護司は、民間のボランティアです。地域社会の

事情をよく知った上で活動しなければならないため、民

間の方の協力が不可欠なのです。飯田市では45人が法

務大臣の委嘱を受けて活動しています。�

　保護司会は、犯罪や非行の予防にも努めています。毎

年7月の「社会を明るくする運動」強調月間では、懇談

会や啓発運動を行っています。�

　犯罪や非行がなくなることは難しいのですが、地域に

根差した地道な活動を、時には小さなおせっかいをやき

ながら続けることで、安心して暮らせる社会づくりを目

指しています。協力組織の更生保護女性会、事業主会、

BBS会をはじめ、地域の皆さんとともに活動していき

たいと考えています。�

■問合せ　保護司会事務局（福祉課内）内線5371

り
ゅ
う�こ

ぶ�



日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　私は将来、獣医になりたいです。小さい

頃の私は、動物があまり好きではありませ

んでした。でも最近の私は動物がとても好

きです。私が前飼っていた犬は、私が出か

けているときに死んでしまいました。老犬

で腹水で死んでしまったのです。だから、

今飼っている犬は長生きしてもらいたい

と思います。そのため、勉強を一生けん命

やっています。�

　動物たちが長生きできるよう手助けが

できる獣医になりたいと思っています。�

動物たちの�
手助けを�

視覚障害者の“眼”となって30年�

　福祉事務所からの委託で発足
したと謂われる「声の広報奉仕
者グループ」は、昭和49年に
始まって今年で30周年を迎えま
す。�
　視覚に障害のある方々の
「眼」となって広報の朗読をさ
れていた先輩の呼びかけで入会
して10年余り、思いがけず代表
となった私では失礼とは思いま
すが活動を記させて頂きます。�
　活動の中心は、毎月の広報の
全紙面を朗読して90分テープに
録音する事ですが、４名ずつが
隔月交代で各家庭にて行ないま
す。紙面はカラー写真とかグラ

フが多くなり音訳するには苦労
ですが、人名地名に詳らかにル
ビを振ってくださるので助かり
ます。出来上がったテープは福
祉事務所に送られて機器室にて
係の手でダビングをして「声の
広報」のテープが出来上がりま
す。それを郵送袋に入れて本局
まで届けると、利用者の手元に

は月の半ばに届く予定です。利
用者は、以前は80余名だったの
が今は市内外を併せて54名で
す。現在の会員は、男性２名と
朗読経験30年のベテランを含む
主婦７名の９名です。職場とか
家事の合間をぬっての活動なの
で少し余裕を欲しい処でしたが
今年度フレッシュな会員が増え
そうなので大いに期待をしてお
ります。�

声の広報奉仕者グループ代表　宮島チトシ さん�

感動したこと�

　Hデイサービスセンターへ、所長さ

んの依頼でお習字のボランティアに行

った折り、視力障害の重いGさん。ちょ

っと手を添えてあげると、その心眼を

もって他の人と同様、立派に「三春」の

作品を仕上げた。驚きは更に、その日の

感動を「如月や庭の日だまり福寿草　

梅一輪の早春譜」の一首にまとめ上げた。介助員の方から聞

き書きしたメモを渡され私が墨書して掲示。続いて同日に来

所の詩吟のベテランＦさん（95歳）の朗々たる朗吟となっ

た。来所者全員の万雷の拍手と笑顔が満ち溢れた。聞けば、

お二人コンビの時々の恒例行事とのこと。�

田中　桂 さん（上郷）�

毎月市民の皆さんに、�
1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言�

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方
にバトンタッチする「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の肥後弥生 さん（山本）から�

よしかわ なる み�

た　なか　　かつら�

みや じま�

川成美 さん�
（下久堅小6年）�

い�

つまび�



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

ム
ト
ス
飯
田�

ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業�

狂
犬
病
予
防
注
射
と�

犬
の
登
録�

　「
ム
ト
ス
」
と
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
「
…
を
し

よ
う
と
す
る
（
セ
ム
ト
ス
ル
）」

と
い
っ
た
自
発
的
な
意
志
力
を

表
し
た
も
の
で
、
飯
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
合
い
言
葉
で
す
。�

　「
人
材
育
成
」「
地
域
・
文
化

振
興
」「
ム
ト
ス
の
種
ま
き
」
の

３
つ
の
助
成
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
す

る
意
志
や
計
画
を
持
っ
た
ム
ト

ス
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法
　
商
業
課
、
市
役

　
所
各
支
所
、
各
公
民
館
に
用

　
意
し
た
申
請
用
紙
に
記
入
し
、

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
要
項
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。�

▼
申
請
締
切
　
６
月
３０
日
d
�

▼
問
合
せ
　
　商
業
課　
ま
ち
づ
く
�

　
り
推
進
係
　
内
線
３
６
２
１
�

▼
狂
犬
病
予
防
注
射�

○
対
象�

・
生
後
９１
日
を
経
過
し
た
全
て

　
の
飼
い
犬�

・
４
月
に
注
射
を
受
け
て
い
な

　
い
飼
い
犬�

※
家
の
中
で
飼
っ
て
い
る
犬
も

　
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

○
料
金�

　
３
、
２
２
０
円
（
注
射
の
み
）�

○
持
ち
物
　
登
録
済
み
の
犬
の

　
飼
い
主
に
郵
送
し
た
は
が
き�

※
未
登
録
の
犬
の
飼
い
主
に
は

　
は
が
き
を
郵
送
し
ま
せ
ん
。�

▼
犬
の
新
規
登
録�

　
１
回
登
録
す
れ
ば
、
そ
の
犬

　
に
つ
い
て
は
、
生
涯
有
効
に

　
な
り
ま
す
。�

○
対
象�

　
生
後
９１
日
を
経
過
し
、
ま
だ

　
登
録
さ
れ
て
い
な
い
飼
い
犬�

○
料
金
　�

　
登
録
の
み
　
３
、
０
０
０
円�

　
登
録
と
注
射
６
、
２
２
０
円�

▼
問
合
せ�

　
環
境
保
全
課
　
環
境
衛
生
係�

　
内
線
５
２
４
２�
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いいだいいだ�
会 議 �
いいだ�
会 議 �5/26～28
人も自然も美しく�
めざそう脱温暖化、�
　　地域内循環社会をみんなの手で�

■問合せ　いいだ会議実行委員会（環境保全課内）1（22）4511　内線5246�
　　　　　http://www.city.iida.nagano.jp/kankyo/index.html

〈テーマ〉�〈テーマ〉�〈テーマ〉�　いいだ会議実行委員会では、美しい環境のなかで、
爽やかなあいさつと共に全国から会議に参加する皆
さんをお迎えするため、次の活動を推進します。�
　ご協力をお願いします。�
▽5月23日　は「ごみゼロ運動」実施日です。�
　自宅、事業所、学校などの清掃をしましょう。�
　ごみは持ち帰り、ポイ捨てはやめましょう。�
▽5月は「おいでなんしょ運動」を実施します。�
　訪れる皆さんに「ようこそいらっしゃいました」
という歓迎の思いをこめてあいさつをしましょう。�
▽「ノーマイカーデー」を実施しましょう。�
　毎週金曜日をノーマイカーデー（自家用車利用の
自粛日）にして、地球温暖化ガス排出の抑制に努め
ましょう。いいだ会議の開催期間中も行いましょう。�

　まちの中に花が咲き、潤いのある環
境づくりに努めましょう。会議期間中は、
会議会場周辺にも花を飾ります。�

「花いっぱい運動」実施中！�

全 市 �

上 郷 �

座光寺�

下久堅�

上久堅�

千 代 �

旧 市 �

鼎�

竜 丘 �

川 路 �

龍 江 �

伊賀良�

山 本 �

三 穂 �

全 市 �

市役所松尾支所�

市役所上郷支所�

市役所座光寺支所�

市役所下久堅支所�

市役所上久堅支所�

市役所千代支所�

市役所議会棟下駐車場�

市役所鼎支所�

市役所竜丘支所�

市役所川路支所�

市役所龍江支所�

市役所伊賀良支所�

市役所山本支所�

市役所三穂支所�

市役所正面駐車場�

市役所松尾支所�

13：00～14：00�

9：00～9：30�

9：50～10：10�

10：40～11：00�

11：30～11：40�

12：10～12：30�

14：00～14：30�

9：00～9：30�

9：40～10：00�

10：10～10：30�

10：50～11：10�

9：00～9：30�

9：50～10：10�

10：30～10：50�

13：00～13：30�

13：45～14：30

6
／
1
��

6
／
2
��

6
／
3
��

6
／
27
��

月・日� 地区� 場　所� 時　間�
5/�
30��
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5月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（1期）�
軽自動車税�

国民健康保険税(5月分)

5月31日(月)

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税�

納
税
通
知
書
発
送�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等�

活
動
費
助
成
事
業�

飯
田
公
証
役
場
移
転�

�

　
平
成
１６
年
度
分
の
固
定
資
産

税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
、
５
月
１１
日
c
に
発

送
し
ま
す
。�

　
固
定
資
産
税
の
第
１
期
お
よ

び
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、

５
月
３１
日
b
で
す
。
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。�

※
発
送
か
ら
１
週
間
（
５
月
１８

　
日
c
）
を
過
ぎ
て
も
納
税
通

　
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課�

　
内
線
５
１
４
１
・
５
１
７
１�

固
定
資
産
税
の
減
免�

障
害
を
お
持
ち
の
方
の�

軽
自
動
車
税
の
減
免�

　
公
益
団
体
に
無
償
で
貸
与
し
、

公
園
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地

の
固
定
資
産
税
は
、
福
祉
や
地

域
交
流
の
場
と
し
て
の
公
益
性

か
ら
、
減
免
の
対
象
と
し
ま
す
。�

▼
対
象
土
地�

　
公
園
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

　
集
会
施
設
用
地
、
マ
レ
ッ

　
ト
ゴ
ル
フ
場
な
ど
と
し
て
、

　
常
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地�

▼
減
免
要
件�

　
自
治
会
、
区
、
高
齢
者
ク
ラ

　
ブ
、
地
区
公
民
館
な
ど
に
、

　
無
償
で
貸
与
し
て
い
る
こ
と
。�

▼
減
免
期
間�

　
減
免
の
対
象
・
要
件
に
該
当

　
し
て
い
る
期
間
。�

▼
減
免
す
る
額�

　
該
当
部
分
の
全
額
。�

▼
申
請
方
法
　
市
税
減
免
申
請

　
書
に
、
無
償
貸
与
で
あ
る
こ

　
と
を
証
明
す
る
書
類
（
契
約

　
書
）
な
ど
を
添
え
て
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
b�

▼
申
請
先
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係
　

　
内
線
５
１
７
１�

▼
対
象
者�

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

　
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
で
、
障
害
の
程
度
が
一
定
基

　
準
以
上
の
方�

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

　
Ａ
１
・
Ａ
２
に
該
当
す
る
方�

※
普
通
自
動
車
税
の
免
除
を
受

　
け
て
い
る
方
、
障
害
者
タ
ク

　
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
は
、
対
象
に
な
り

　
ま
せ
ん
。�

▼
減
免
要
件�

○
対
象
者
本
人
の
所
有
す
る
軽

　
自
動
車
で
あ
る
こ
と�

○
対
象
者
が
、
１８
歳
未
満
の
場

　
合
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持

　
ち
の
方
の
場
合
は
、
生
計
を

　
同
じ
く
す
る
方
が
所
有
し
、

　
常
に
対
象
者
の
た
め
に
使
用

　
す
る
軽
自
動
車
で
あ
る
こ
と�

▼
減
免
期
間�

　
減
免
の
対
象
・
要
件
に
該
当

　
し
て
い
る
期
間
。�

▼
減
免
す
る
額�

　
該
当
す
る
車
両
の
全
額
。�

▼
申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手

　
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は

　
療
育
手
帳
と
、
軽
自
動
車
税

　
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

　
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
期
限
　
５
月
２４
日
b�

▼
申
請
先
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
税
制
係
　�

　
内
線
５
１
４
３�

▼
助
成
対
象
団
体
　
市
内
で
活

　
動
し
て
い
る
住
民
団
体
、
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
当
事
者

　
支
援
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど�

※
特
定
の
地
域
に
限
定
し
た
活

　
動
の
団
体
を
除
く
。�

▼
助
成
対
象
事
業�

　
福
祉
ま
た
は
関
連
す
る
保
健
、

　
医
療
、
教
育
な
ど
の
分
野
に

　
お
け
る
先
駆
的
で
発
展
性
の

　
あ
る
事
業
で
、
住
民
参
加
に

　
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
つ
な
が
る
事
業�

▼
助
成
限
度
額�

　
４
万
円
（
１
団
体
１
事
業
）�

▼
申
請
方
法�

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
申
請
書
は
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　
に
用
意
。�

▼
申
請
期
間�

　
５
月
１
日
g
〜
６
月
３０
日
d�

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
。�

▼
助
成
の
決
定
　
審
査
を
行
い

　
７
月
中
に
別
途
通
知
し
ま
す
。�

▼
申
請
先
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
２
４�

　
飯
田
市
東
栄
町
３
１
０
８
―
１

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
　
社
会

　
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
係�

　
1（
５
３
）
３
１
８
０�

���

　
橋
南
第
二
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
伴
い
、
飯
田
公
証
役

場
は
、
常
盤
町
３０
番
地
、
飯
伊

森
林
組
合
ビ
ル
２
階
に
移
転
し

ま
し
た
。�

����������

▼
問
合
せ�

　
飯
田
公
証
役
場�

　
1（
２
３
）
６
５
０
２�
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主税町�

常盤町�

追手町�

合同庁舎�

追手町�
小学校�

森林組合ビル�
2階�

動物園の休園日�
5月 6日�◆10日��
　◆12日�◆14日��
　◆17日�◆19日��
◆24日�◆31日��

■問合せ 動物園�
22-0416
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広報�

地下展示場にあるヨーロッパの楽器�

上
郷
考
古
博
物
館�

春
季
展
示
・
解
説
会�

赤
十
字
社
費
納
入
に�

ご
協
力
を�

　広報いいだ４月１日号２３ページの飯

田市スポーツカレンダーの記事中、羽

場剣道教室の開催日を「毎週日曜日」

と記載しましたが、「毎週土曜日」の

誤りでした。�

　お詫びして訂正させていただきます。�

広報いいだ4月1日号の訂正�

2004年�
赤十字運動標語�

PROTECTING HUMAN DIGINITY

■問合せ　浜松市楽器博物館　1053(451)1128　http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/gakki/

三
市
合
同
企
画
第
三
十一回�

　
上
郷
考
古
博
物
館
で
は
、
春

季
展
示
「
発
掘
さ
れ
た
飯
田
・

下
伊
那
の
縄
文
」
を
開
催
し
ま

す
。
発
掘
さ
れ
た
資
料
か
ら
、

当
地
方
の
縄
文
時
代
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
春
季
展
示
期
間
�

　
５
月
２２
日
g
〜
７
月
１９
日
b
�

▼
展
示
解
説
会
�

○
日
時
　
５
月
２３
日
a
�

　
午
前
１０
時
３０
分
、
午
後
２
時

　
の
２
回
�

※
こ
の
ほ
か
、
期
間
中
は
各
種

　
事
業
を
行
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
戦
争
や

災
害
、
病
気
な
ど
で
苦
し
ん
で

い
る
世
界
各
国
の
人
々
の
救
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
も
、
地
震
、
台
風
な
ど

の
被
災
者
の
救
護
活
動
や
、
医

療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
活
動
の
資
金
は
、
全
国

の
皆
さ
ん
が
日
本
赤
十
字
社
の

社
員
に
な
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
「
社
費
」
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
度
は
、
社
費
の
増
額
に
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
次
の
と
お
り
の
実

績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。�

　
赤
十
字
の
活
動
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
年
も
社
費
納
入
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

▼
納
入
期
間�

　
５
月
１
日
g
〜
７
月
３１
日
g�

▼
収
納
方
法�

○
納
入
依
頼
書
を
別
途
配
布
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

　
組
合
等
で
取
り
ま
と
め
市
役

　
所
各
支
所
ま
た
は
金
融
機
関

　
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い�

○
新
規
に
社
員
に
な
っ
て
い
た

　
だ
け
る
方
は
、
各
戸
配
布
チ

　
ラ
シ
の
申
込
書
に
記
入
の
う

　
え
、
社
費
を
添
え
て
金
融
機

　
関
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い�

▼
昨
年
度
実
績�

　
１
９
、
５
１
２
、
３
４
９
円�

▼
問
合
せ�

　
福
祉
課
日
赤
事
務
局�

　
内
線
５
３
７
３�

　
「
浜
松
市
楽
器
博
物
館
」
は
、平

成
7
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日

本
初
、世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

公
立
の
楽
器
博
物
館
で
す
。�

　
現
在
、館
内
に
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
や
シ
ョ
パ
ン
が
使
っ
た
も
の
と
同

じ
タ
イ
プ
の
ピ
ア
ノ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
楽
器
が
4
5
0
点
、雅
楽
の
楽

器
、江
戸
時
代
の
尺
八
の
名
器
な
ど

日
本
の
楽
器
が
2
0
0
点
、小
学

生
に
大
人
気
の
モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭

琴
な
ど
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、ア
メ
リ

カ
、オ
セ
ア
ニ
ア
の
楽
器
が
3
5
0

点
、合
計
す
る
と
お
よ
そ
1
0
0
0

点
の
楽
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、楽
器
の
展
示
だ
け
で
な

く
、楽
器
の
音
色
を
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で

聞
い
た
り
、体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽
器

に
触
れ
た
り
、解
説
ツ
ア
ー
や
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
り
し
て
、小

さ
な
子
ど
も
で
も
十
分
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
6
月
に
は
、年
5
回
開
催
さ
れ
る

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
1
回
目

と
し
て
、6
日
（
日
）
午
後
2
時
か

ら
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
に
よ
る
演
奏

が
、ま
た
、7
月
17
日（
土
）午
後
2

時
か
ら
は
バ
ッ
ハ
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
協

奏
曲
の
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、7
月
20
日
（
火
）か
ら
来

年
1
月
30
日
（
日
）ま
で
は
、世
界

中
の
様
々
な
打
楽
器
を
紹
介
す
る

企
画
展
「
う
つ
・
ふ
る
・
こ
す
る
〜
打

楽
器
は
お
も
し
ろ
い
〜
」
も
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。�

　
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
か
ら
歩
い
て
10
分

と
い
う
絶
好
の
場
所
に
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。�
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農
業
を
通
じ
た�

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ�

・講座「スローフードと飯田の
　グリーンツーリズム」�
・大豆播種�

地元の活動紹介�
（大田農園、久堅御膳、あざれあ）�

トマトの加工�
（ケチャップ・ジュース）�

さばずしの作り方�
（三穂の伝統料理）�

りんご、なしの加工�

大豆収穫�

お正月料理�

味噌、豆腐作り�

あぐり大学院参加�

そば打ち体験�

※平日昼間の開講となります。�

6月�

月� 講座内容�

7月�

8月�

9月�

10月�

11月�

12月�

1月�

2月�

3月�

6月以降の日程�

ふ
　
じ�

し
ん
ど�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

各
種
講
座�

5,000円�

1,500円�

1,500円�

6,000円�

6,000円�

火�

水�

水�

水�

木�

木�

金�

金�

金�

ジュリア・ 押田　先生�

飯田コンピュータ専門学校�
伊藤　康彦　先生�

飯田書人会代表�
幽石書道教室主宰�
加山　雅三　先生�

華道家元池坊教授�
小松久美子　先生�

池上みどり　先生�

管理栄養士�
後藤よね子　先生�

SpicSalon飯田店�
林　　智　子　先生�
奥田　やよい　先生�

W8チームメンバー�
市瀬　恵子　先生�

馬場田　由貴　先生�

英会話の基本形を身につけます。日常会話、旅の必要英会話、分かりやすく
楽しく学びます。　10回�

いろいろな花を盛り花、自由花等楽しく生けていきます。花のある生活は、
優雅な気持ちにさせてくれます。　10回�

音楽にあわせたエアロビクス運動で、体を動かし心身ともにリフレッシュ。
運動の後は、心地よく、明るい笑顔で人に接する自分を発見します。　10回�

生活・仕事で必需品のパソコン。最新のWindowsXPで、必要に応じて文
書作成、表計算のグラフ作成、インターネット等を学びます。　10回�

「字は人なり」。自分の名前を美しく書きたいと思ったことはありませんか。
それは基礎から学べば可能なのです。日常生活に役立つ文字の習得を中
心に学びます。　10回�

今井絵里子・倖田來未のバックダンサーを努め、W8という女性3人のチー
ムを作り、パワーのある踊りで東京等で大活躍中の技を学びます。�
初心者から興味のある方、体を動かすことの好きな方、受講してみてくだ
さい。　10回�

世界に一つだけの作品を作って、自分を飾るおしゃれを楽しんだり、作品を
根気よく仕上げた自分を誉めることのできる体験をします。　5回�

メイクの仕方一つで、生きることが楽しくなったり、人との出会いが楽しく
なります。自分の秘められた美しさを引き出したい方、自分に自信をつけ
たい方、その人にあったメイクを追求します。　5回�

料理は楽しいものです。身近な材料を使って、家族に喜ばれるおいしい家
庭料理の作り方を学習します。1回に2・3品の料理を学びます。家庭です
ぐ調理できます。　10回�

6月8日～�
8月10日�

6月9日～�
8月11日�

6月2日～�
8月4日�

6月16日～�
8月18日�

6月10日～�
8月12日�

6月4日～�
8月6日�

6月11日～�
7月9日�

7月16日～�
8月20日�

6月3日～�
8月5日�

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：00～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

19：30～�
21 : 00

16�

18�

20�

20�

18�

16�

20�

6�

6

10,000円�
（お花代含む）�

4.500円�
（用具代含む）�

8.000円�
（材料代含む）�

8.000円�
（材料代含む）�

講　座　名� 曜日� 内　　　　　　容� 期間� 時間� 定員� 運営費�講　　師�

勤労青少年ホーム前期教養講座�

英 会 話 �

華 道 �

エアロビクス

パ ソ コ ン �

日常生活に�
役立つ書道�

料 理 �

ヒップホップ

ビ ー ズ �

メ イ ク �

　
女
性
に
、
農
業
に
い
き
い
き

と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

ま
た
、
女
性
の
農
業
経
営
を
促

進
す
る
た
め
、
開
講
し
ま
す
。

　「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
な
ど
、

食
を
切
り
口
に
、
農
業
の
魅
力

を
お
伝
え
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
５０
歳
ま
で
の
女
性

　
で
、
１
年
間
受
講
で
き
る
方
。�

※
農
業
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
農
業
を
し
て
い
る
方
も

　
受
講
で
き
ま
す
。�

▼
受
講
料�

　
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）�

▼
定
員
　
３０
人�

▼
講
座
内
容�

○
第
１
回
講
座�

・
日
時
　
５
月
２５
日
c�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら�

・
場
所
　
鼎
公
民
館
学
習
室�

　「
自
給
を
大
切
に
し
た
、身
土

　
不
二
の
く
ら
し
を
め
ざ
し
て
」�

　
講
師
　
細
井
千
恵
子
氏�

※
６
月
以
降
の
予
定
は
左
記
。

▼
申
込
期
限
　
５
月
１４
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
農
政
課�

　
内
線
３
５
１
５�

▼
前
期
教
養
講
座�

○
講
座
内
容
　
下
記�

○
受
講
料
　
　
１
、
３
０
０
円�

○
利
用
者
登
録
料
　１
、
５
０
０
円�

※
こ
の
ほ
か
、
各
講
座
ご
と
に

　
運
営
費
が
か
か
り
ま
す
。�

○
特
典
　
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
場
の
特
別
割
引
あ
り�

○
申
込
受
付�

　
５
月
６
日
e
〜
２８
日
f�

▼
特
別
教
養
講
座�

　「
夏
の
菓
子
作
り
」�

○
日
時
　
５
月
１８
日
c�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分�

○
講
師
　
佐
々
木
悟
氏�

　（
マ
ロ
ン
洋
菓
子
店
社
長
）�

○
受
講
料
（
材
料
費
）�

　
１
、
５
０
０
円�

○
定
員
　
２０
人
（
先
着
）�

○
持
ち
物�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾�

○
申
込
受
付�

　
５
月
６
日
e
〜
１７
日
b�

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
ん
で
い

　
る
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
お

　
お
む
ね
３５
歳
ま
で
の
方
。�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
費
用
持
参�

　（
夏
の
菓
子
作
り
は
電
話
も
可
）�

▼
受
付
時
間�

○
月
曜
日
〜
土
曜
日�

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
日
・
祝
日�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１�
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6月5日� 9:00～16:00�
「鉱山めぐり③」�
（高校生以上対象）�
　天竜川流域の自然史学習
のひとつとして、伊那谷で採
集される鉱物について、その
鉱山跡を実際に見に行き、鉱
物標本を探します。�

天竜川総合学習館�

「写生大会」�
　5月22日� 9:00～15:00�
　受付：風の回廊（雨天決行）�
　5月の空の下、公園の自然、遊具・
遊んでいるお友達をみんなで描き
ましょう。みんなで描いた作品は
かざこしなかまの館に展示されます。�
☆画用紙はこちらで用意します。�
　絵の具・クレヨン・画板などは
　用意してください。�
▼作品展示　5月29日�から�
▼表彰式　　5月30日��
▼主催　国際ソロプチミスト飯田�

「後藤道夫先生の�
　理科実験ミュージアム」�

　毎週土・日曜日 10:00～15:00
　場所：おいで館�

「森森探検隊」�
▼シジミはっけんちょうさ隊�
　6月12日� 13:00～�
　集合：かざこしなかまの館�
　☆川に入れる格好できてね！�

「土の工房体験学習」�
▼クリスタルペンダント作り�
　5月15日�・16日��
　　　29日�・30日��
　10:00～12:00　13:00～15:00�

「木の工房体験学習」�
▼木のペンダント作り�
　6月5日�・6日��
　10:00～12:00　13:00～15:00�

「食の工房体験学習」�
　時間はいずれも14:00～16:00�
▼ピザ作り（限定50枚）�
　5月15日�・16日��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
▼ヨモギと甘納豆のおやき�
　5月22日� �
▼フルーツパンケーキ�
　5月23日�・29日�・30日��
▼白玉フルーツ�
　6月5日�・6日�　�

春の企画展示�
『天竜川沿いの山菜と毒草』�

5月30日�まで�
　天竜川沿いの植物の中にも、食べられる植物や
、毒を持っている植物があります。実物や写真を交
えて、多くの植物を紹介します。�

これからの講座予定�

5月15日� 9:00～11:00�
「虫が自然度を知らせる」�
　私たちの周りの昆虫たち。
彼らが「そこにいる」だけで、
いろんなことがわかります。
今回は、ある「空を飛ぶ昆虫」
にスポットを当てます。�

5月22日� 9:00～11:00�
「春の押し花」�
　かわらんべ正面に広がる「水
辺の楽校」にも、たくさんの
花が咲く季節がやってきまし
た。春の花を押し花にして、
お部屋に飾ってみてはいか
がですか？�

5月29日� 9:00～11:00�
「チョウの標本作り」�
　目の前でよ～く見てみると、
チョウって本当にいろんな模様、
いろんな色を持っているんで
すよ。�

■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　1(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080 FAX(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

ツ
ク
シ�

セ
リ�

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ�

ヨ
モ
ギ�
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中
部
の
未
来
創
造
大
賞�

こ
こ
ろ
の
相
談
日
開
設�

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ�

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
環

境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

（
自
然
観
察
・
調
査
、
ま
ち
の

環
境
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
を
行
う

子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
す
。�

　
地
域
、
学
校
、
子
供
会
な
ど

で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
ク
ラ
ブ

を
つ
く
っ
て
登
録
し
て
み
ま
せ

ん
か
。�

　
登
録
さ
れ
た
方
全
員
に
、
年

数
回
、
活
動
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

環
境
情
報
を
掲
載
し
た
冊
子
を

お
送
り
し
ま
す
。�

▼
登
録
料
　
無
料�

▼
登
録
方
法�

○
数
人
〜
３０
人
程
度
の
小
中
学

　
生
の
友
だ
ち
を
集
め
ま
す�

○
市
の
担
当
者
と
連
絡
を
と
っ

　
て
も
ら
う
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー

　（
大
人
）
を
決
め
ま
す�

○
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
登
録
し
ま
す�

▼
登
録
先
・
問
合
せ�

　
環
境
保
全
課
　
計
画
指
導
係�

　
内
線
５
２
４
６�

　
こ
の
賞
は
、
中
部
地
区
で
活

躍
し
て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ

の
地
域
づ
く
り
活
動
を
募
集
し
、

表
彰
し
て
、
広
く
一
般
に
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
部
の
「
地

域
づ
く
り
」
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。�

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
６
月
３０
日
d�

▼
問
合
せ
　
中
部
地
方
整
備
局�

　
技
術
管
理
課�

　
1
０
５
２（
９
５
３
）８
１
３
１�

　http://www.cbr.m
lit.go.jp/m

irai/

　
皆
さ
ん
が
抱
え
る
こ
こ
ろ
の

問
題
を
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

「
こ
こ
ろ
の
相
談
日
」
を
５
月

か
ら
開
設
し
ま
す
。�

　
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
お

困
り
の
方
、
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門

の
相
談
員
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
電
話
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
日
時�

　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
２
階
相
談
室�

▼
相
談
員�

　
金
谷
光
子
氏
（
飯
田
女
子
短

　
期
大
学
教
授
）�

▼
費
用
　
無
料�

※
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
５�

に
電
話
し
ま
す
。�

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。�

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
4
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。�

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。�

�市役所への電話の掛け方�2

1

5
1

4
2
2

1

5
1

4
2

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください�各種相談所（50音順）�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

消費者相談�

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

税 務 相 談 �

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

農業に関する相談�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月１１日（火）�
１３:００～１６:００�

５月１１日（火）�
５月２５日（火）�
１３:３０～１６:００�

５月９日（日）�
５月１６日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

５月１８日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

５月２１日（金）�
１０：００～１５：００�

毎週木曜日�
９：００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

５月１４日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

市 役 所 本 庁 �

専 用 電 話 �

市役所本庁３階�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

男女共同参画課
内線５３５２�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎２階�
相 談 室 �

保　健　課�
内線５５１５�
（予約制）�

家庭児童相談室
内線５３４４�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

農業振興センター�
（農政課内）内線３５２９�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

税務課�
内線５１４１�

女
性
の
た
め
の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

1５２-０６３３�
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飯田市の人口（4/1現在）■人口＝105,846人（前月比‐411）男50,728人／女55,118人  ■世帯＝35,656戸（前月比‐77）�

「菊慈童」ふたたび�
山都飯田。日本画の彩り　第２章�

　本年度の美術博物館の美術平常展示では、「山都飯田。
日本画の彩り」と題して、菱田春草を中心にしながら、
佐竹蓬平や鈴木芙蓉といった当地ゆかりの日本画家た
ちを紹介しています。�
　５月９日より開始する第２回目の展示では、“目に青
葉”の季節にあわせて「山水」を主題とする作品を陳
列し、山紫水明の世界をご覧いただきます。�
　このなかで、一昨年に購入し、昨年春に大々
的に公開をおこなった春草の名作「菊慈童」
も再び展示します。�
　本作がもつ静寂で幽遠な気配を、この機
会にじっくりとご堪能ください。�

長野県宝�

平沢文書（ひらさわもんじょ）3,800点�
�
下久堅の庄屋平沢家に所蔵されていたもので、全国屈指の
地方（じかた）文書です。３月２９日に長野県宝に指定されまし
た。写真は、永禄９年（１５６６）に、武田氏が虎岩の平沢藤左
衛門尉の年貢を定めた、いわゆる「武田朱印状」です。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、�

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�5月9日　～6月6日　�

5月16日      開演14：00●飯田人形劇場�
フレッシュコンサート＆黒田亜樹�

第16回アフィニス夏の音楽祭ポスター・チラシ背景写真決定�

菱
田
春
草
筆
「
菊
慈
童
」（
部
分
）明
治
33
年�

入選「畦の初夏」宮下正弘さん（豊丘村）�

チケット　　●500円　文化会館ほかで発売中�
ソプラノ：内山祐美さん、パーカッション：渡辺光さん、ピアノ：
三浦由起子さんに加え、昨年4月、美博で開催した「菊慈童」
の収蔵記念展オープニングにて、ムソルグスキーの「展覧会
の絵」を披露し、大好評を博した黒田亜樹さんをゲストに迎え
ます。�
※前日15日、美博でも黒田亜樹さんのコンサートを行います。�
　時間／18：30から　チケット／800円�

　今年のアフィニス夏の音楽祭のポスター・チラシに使用す
る背景写真を広く募集したところ、７人の方から17作品が寄
せられました。�
　その選考結果と優秀作品を紹介します。�

佳作「伊那谷はるか」�
関島　武さん（鼎）�

佳作「朝霧晴て」�
関島　武さん（鼎）�

佳作「小紫陽花」�
菅沼春彦さん（上郷）�


